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令和７年第 424 回信濃町議会定例会９月会議再開あいさつ 

令和７年９月８日 

                                                      信濃町長　鈴 木 文 雄 

議会議事堂にて 

 

本定例会の再開にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 

本日は、令和７年第 424 回信濃町議会定例会９月会議をお願い申し上げまし

たところ、議員各位におかれましては、公私ともにご多用のところご出席を賜

り、誠にありがとうございます。 

 

はじめに、近況についてご報告申し上げます。 

去る９月１日、入院患者の皆様を安全に新病院へ移送し、病院スタッフや関

係者のご協力により無事に開院することができました。翌９月２日からは、予

定どおり外来診療を再開いたしました。従来の病院は、８月 29 日午前をもっ

て外来診療及び入院受付を終了し、９月１日付で廃止いたしました。 

病院の移転という初めての経験の中で、小さな支障も生じましたが、スタッ

フ一同が一つ一つを乗り越え、徐々に通常業務へと移行しているところです。 

なお、関連工事についても外構工事の一部を除き、概ね完了しております。 

今後は、新病院が地域医療の中心として機能し、町民の皆様はもちろん、そ

こで働く職員一人ひとりが笑顔でいられる場所となるよう、大きな期待を寄せ

ております。 

 

さて、本会議では、令和６年度の決算の認定について提案させていただいて

おりますので、その概要についてご説明申し上げます。 

 

最初に、一般会計でございますが、歳入総額は前年度比４億 4,669 万円増の

64 億 1,092 万円、歳出総額は３億 978 万円増の 61 億 5,408 万円となりました。 

一般会計の歳入、歳出の主な内容についてご説明します。 

歳入の町税は、償却資産の増加に伴い固定資産税が増加し、前年度比 991 万

円増の 11 億 7,415 万円となりました。 
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寄附金は、ふるさと納税の増加に伴い前年度比 2,914 万円増の１億 3,447 万

円となりました。 

地方交付税は、臨時財政対策債償還基金費の創設などにより普通交付税が前

年度比 5,763 万円増、特別交付税が地域おこし協力隊や除雪経費の増により

3,040 万円増となりました。 

国県支出金は、社会資本整備総合交付金や物価高騰対応重点支援臨時交付金

などの増加に伴い前年度比 7,009 万円増の５億 675 万円となりました。 

地方債は、過疎対策事業債や災害復旧事業債の増加に伴い前年度比 7,290 万

円増の３億 1,970 万円となりました。 

 

次に、歳出について性質別に申し上げます。 

義務的経費は、人件費や定額減税調整給付金の実施などにより 9,578 万円増

の 21 億 7,004 万円となりました。 

投資的経費では、昨年８月の豪雨災害に伴う復旧費などにより、5,485 万円

増の５億 140 万円となりました。 

その他の経費は、公共交通や国土調査などの委託費の増加や道路橋梁修繕費

の増加などに伴い１億 5,914 万円増の 34 億 8,264 万円となりました。なお、

基金については、基金積立金が、8,605 万円減の１億 7,052 万円となりました。 

また、基金の総残高は、5,132 万円増の 38 億 1,163 万円となり、主要三基金

（財政調整基金、減債基金、公共施設等整備基金）は、1,300 万円増の 22 億

2,500 万円となりました。 

 

次に、町の財政の健全性を国が示す指標でみますと、まず、財政構造の弾力

性を示す「経常収支比率」は、84.3％となり、前年度から 1.6 ポイント改善い

たしました。また、「実質公債費比率」は、３か年平均で 7.7％となり、こちら

も前年度比で 0.7 ポイント改善しております。 

さらに、「将来負担比率」においては、過去の大型事業の地方債償還金が減少

したことから、前年度と同様にマイナスポイントの結果となりました。 

現時点では将来負担のリスクはない状況ですが、老朽化している公共施設が
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数多く存在していることから、これらの大規模な改築や改修に伴う多額の地方

債発行が将来見込まれていますので、引き続き効率的かつ適正な財政運営に取

り組んでまいります。 

 

　続きまして、特別会計４会計の決算について申し上げます。 

　はじめに、国民健康保険特別会計でございますが、歳入総額は、前年度比

7.4％減の 10 億 2,203 万円、歳出総額は、7.4％減の 10 億 1,779 万円となり、

実質収支額 424 万円の黒字となりました。また、国民健康保険基金の年度末現

在高は 9,180 万円となりました。 

次に、後期高齢者医療特別会計でございますが、歳入総額は、前年度比 17％

増の１億 5,293 万円、歳出総額は、18.8％増の１億 4,874 万円となり、実質収

支額 418 万円の黒字となりました。 

次に、介護保険事業特別会計でございますが、歳入総額は、前年度比 4.6％

増の 10 億 489 万円、歳出総額は、8.1％増の 10 億 2,320 万円となり、実質収

支額 2,577 万円の黒字となりました。また、介護保険支払準備基金は、2,000

万円を積立てた結果、年度末残高が１億 8,550 万円となりました。 

次に、古海診療所特別会計でございますが、歳入総額は、前年度比 1％増の

466 万円、歳出総額は、0.3％増の 461 万円となりました。 

 

続きまして、公営企業３会計の決算について申し上げます。 

はじめに、水道事業会計でございますが、収益的収支では、事業収益総額が

１億 9,891 万円、事業費用総額が１億 8,719 万円であり、経常利益は 1,260 万

円で特別損失を含めた当年度純利益は 1,172 万円となりました。 

次に、下水道事業会計でございますが、収益的収支では、事業収益総額が５

億 3,019 万円、事業費用総額が４億 6,376 万円であり、経常利益は 6,674 万円

で特別損失を含めた当年度純利益は 6,642 万円となりました。 

最後に病院事業会計でございますが、収益的収支では、事業収益総額が 13

億 4,853 万円、事業費用総額が 14 億 1,751 万円であり、当年度純損失は 6,892

万円となりました。 
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以上、令和６年度の決算について、概要を説明させていただきました。 

 

なお、本会議に提案申し上げます議案でございますが、ただいま申し上げま

した一般会計のほか、各会計の令和６年度決算の認定関係が８件、条例関係が

３件、令和７年度の補正予算関係が、一般会計を含め８件、その他２件を合わ

せて 21件であります。また報告案件として４件を予定しております。 

 

以上につきまして、ご審議のうえ、ご承認、並びにご決定くださいますよう

お願い申し上げ、開会のあいさつといたします。 


